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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.1５ 
こ
の
篠
原
地
区
は
篠
原
村
が
浜
松
市
に
合
併
し
て
、

平
成
二
十
三
年
で
五
十
年
に
な
る
。
し
か
し
浜
松
市
に

合
併
す
る
前
に
他
と
の
合
併
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
舞
阪
、
雄
踏
、
篠

原
の
三
カ
町
村
合
併
問
題
で
あ
る
。
こ
の
機
会

に
そ
の
経
過
に
つ
い
て
、
静
岡
新
聞
の
記
事
か

ら
ひ
も
解
い
て
み
る
。 

 

一
．
勧
告
は
舞
阪
、
雄
踏
と
の
三
カ
町
村 

昭
和
三
十
年
頃
、
昭
和
の
大
合
併
の
推
進
に

従
っ
て
、
当
時
の
篠
原
村
も
合
併
の
気
運
が
盛

り
上
が
っ
て
き
た
が
、
静
岡
県
知
事
か
ら
の
勧

告
は
、
浜
名
郡
舞
阪
町
、
雄
踏
町
と
の
三
カ
町

村
を
合
併
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

昭
和
三
十
二
年
五
月
、
篠
原
村
か
ら
加
藤
末

太
郎
村
長
等
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
合
併
促
進

審
議
会
初
の
合
同
会
議
で
、
勧
告
ど
お
り
合
併

を
決
め
、
同
年
八
月
に
は
人
口
二
万
五
千
人
を

超
え
る
大
き
な
町
が
誕
生
す
る
と
、
時
の
新
聞

は
伝
え
て
い
た
。
そ
の
後
各
町
村
か
ら
町
名
を

募
集
し
、「
浜
名
湖
町
」
と
決
定
し
た
。 

二
．
当
時
の
各
町
村
の
様
子
（
静
岡
新
聞
） 

舞
阪
町
は
漁
業
を
中
心
に
、
観
光
地
で

も
あ
り
、
浜
名
港
築
港
を
前
提
に
、
今
切

口
の
大
修
理
等
を
目
前
に
し
た
人
口
九
千

八
十
八
人
の
町
で
あ
る
。 

雄
踏
町
は
湖
内
漁
業
の
中
心
地
で
、
半
農
半
漁
の
町

で
あ
る
が
、
漁
業
は
衰
退
し
つ
つ
あ
る
の
で
打
開
策
に

苦
心
し
て
い
る
人
口
一
万
八
百
五
人
の
町
で
あ
る
。 

篠
原
村
は
、
人
口
一
万
一
千
三
百
三
人
と
最
も
多
く
、

玉
葱
を
中
心
に
し
た
農
業
経
営
の
進
ん
だ
村
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
篠
原
村
の
東
海
道
は
日
本
一
の
悪
道

と
し
て
嫌
わ
れ
、
新
国
道
の
建
設
問
題
等
で
紛
糾
が
絶

え
な
か
っ
た
が
、
最
近
一
致
協
力
し
て
村
の
発
展
に
努

力
し
て
い
る
。 

三
．
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
合
併
問
題 

合
併
後
の
役
場
の
位
置
や
警
察
の
管
轄
権
問
題
等

の
た
め
、
合
併
準
備
が
整
わ
な
い
う
ち
に
、
雄
踏
町
町

会
議
員
の
任
期
が
切
れ
て
し
ま
い
、
新
議
員
の
改
選
が

済
む
ま
で
合
併
促
進
活
動
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
に
な
っ
た
。 

そ
こ
へ
も
っ
て
き
て
舞
阪
、
雄
踏
両
町
は
大
き
な
関

係
が
あ
る
庄
内
干
拓
問
題
が
未
解
決
な
こ
と
に
よ
り
、

合
併
ど
こ
ろ
の
話
で
な
い
と
合
併
へ
の
熱
が
冷
め
、
合

併
促
進
協
議
会
は
開
店
休
業
状
態
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

ま
た
雄
踏
町
議
会
議
員
が
新
任
さ
れ
た
が
、
合
併
へ

の
熱
意
が
な
く
な
り
、
消
極
的
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ

れ
は
庄
内
干
拓
が
完
成
す
れ
ば
隣
接
の
湖
東
村
と
合

併
し
た
方
が
得
策
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
始
め
た
。 

 

そ
の
上
雄
踏
町
長
と
議
長
が
選
挙
違
反
で
検
挙
沙

汰
と
な
り
、
合
併
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
上
に
、
三

カ
町
村
合
併
を
ご
破
算
と
し
て
、
可
美
村
、
新
居
、
湖

西
を
含
め
た
新
市
制
へ
と
検
討
し
直
し
た
ほ
う
が
良

い
と
か
、
雄
踏
町
は
湖
東
村
と
、
舞
阪
町
は
新
居
町
と
、

篠
原
村
は
可
美
村
と
等
、
新
し
い
合
併
案
を
練
り
直
し

た
方
が
よ
い
と
い
う
風
評
も
聞
か
れ
た
。 

 

四
．
つ
い
に
合
併
は
不
成
立 

 

県
知
事
の
勧
告
で
一
度
は
合
併
推
進
協
議
会
の
テ

ー
ブ
ル
に
つ
い
た
が
、
結
果
的
に
は
各
町
村
が
各
様
の

主
張
を
繰
り
返
し
ま
と
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

そ
し
て
昭
和
三
十
五
年
一
月
十
八
日
に
合
併
促
進

委
員
会
を
解
散
し
た
。 

 

そ
の
後
篠
原
村
は
、
新
国
道
の
建
設
、
旧
国
道
の
舗

装
、
更
に
土
地
改
良
事
業
の
推
進
と
同
時
に
、
浜
松
市

へ
の
合
併
を
決
め
、
前
年
の
湖
東
村
に
続
い
て
浜
松
市

へ
合
併
し
た
。
昭
和
三
十
六
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

経
過
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
政
令
指
定
市
と

な
っ
た
今
、
結
果
的
に
三
カ
町
村
と
も
浜
松
市
西
区
に

属
し
て
同
じ
で
あ
る
が
、
も
し
三
カ
町
村
が
そ
の
時
合

併
し
て
い
た
ら
、
私
達
の
生
活
環
境
は
今
と
違
っ
て
い

た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
に
歴
史
の
綾
が
あ
る
。 

平成２１年度主な活動 

★ 山下孝先生講座 

① 世界文化遺産 

・「ﾎﾞﾛﾌﾞﾄﾞ-ﾙ遺跡」 

② 自然信仰について 

★本年のテーマ 

浜松市への合併の頃

の篠原を掘り起こす 

★ 自由研究 

・遠州屋伝兵衛 

・「天地人」について 

・五人組元帳 

・経済危機とその歴史 

・保泉寺の火祭り等 

★ バス旅行 

①木曽路、御岳山等 

②目的地未定 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 
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馬
郡
町
の
氏
神
さ
ま
、
春
日
神
社
の
創
建
は
、
後
小

松
天
皇
の
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
と
さ
れ
て
い
る
。 

現
在
の
壮
麗
な
建
物
は
、
昭
和
八
年
十
月
に
新
築
さ

れ
た
。
そ
の
落
成
記
念
に
、
氏
子
に
配
布
さ
れ
た
冊
子

に
記
載
さ
れ
て
い
る
由
緒
に
よ
れ
ば
、 

往
昔
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
の
頃
、
漁
師
の
網
に

か
か
っ
た
金
銅
の
仏
体
一
尊
を
引
き
上
げ
奉
り
、
一
堂

宇
を
建
立
し
て
祀
る
。
し
か
し
人
々
蒙
昧
に
し
て
仏
像

の
尊
号
を
知
ら
ず
、
観
世
音
と
名
付
け
て
年
月
を
経
た

り
。
そ
の
後
永
徳
元
年
（
一
三
八
一
）
の
秋
、
諸
国
行

脚
の
日
朝
上
人
（
身
延
山
十
一
世
）
当
所
に
宿
す
。
夢

想
に
依
っ
て
彼
の
仏
像
を
拝
し
奉
る
に
金
銅
一
尺
二 

寸
の
釈
迦
仏
に
御
座わ

せ
給
う
。
日
朝
上
人
大
い
に
歓 

喜
し
、
当
地
の
人
々
を
集
め
て
夢
想
を
語
り
、
法
華
経

を
授
く
。
こ
れ
に
よ
り
日
朝
上
人
を
開
祖
と
な
し
、
泉

光
坊
、
大
泉
坊
の
二
寺
を
創
建
す
。
の
ち
東
本
徳
寺
、

西
本
徳
寺
と
改

称
す
。 

二
寺
の
建
立

に
よ
り
、
人
々

挙
っ
て
神
仏
の

尊
く
有
り
難
い 

こ
と
を
辧

わ
き
ま

え
、 

そ
し
て
村
の
守

り
神
と
し
て
の

社
を
建
て
氏
神

と
為
す
べ
く
、
日
朝
上
人
に
請
う
。
上
人
奈
良
の
春
日

大
明
神
を
勧
請
し
、
神
札
を
奉
納
し
て
一
社
を
建
立
す
。

八
月
十
五
日
に
国
土
安
全
、
五
穀
豊
穣
の
祭
祀
を
為
す
。

「
神
は
人
々
の
敬
に
よ
り
威
を
増
し
、
人
は
神
の
徳
に

よ
り
運
を
添
う
」
誠
な
る
か
な
。
在
所
自
然
に
繁
昌
し

村
人
安
楽
に
住
す
。 

 

享
保
八
癸
卯
年
（
藤
田
権
十
郎
氏
所
蔵
記
録
抄
） 

※ 

春
日
大
明
神
を
勧
請
し
た
こ
と
の
推
察 

仏
を
守
護
す
る
神
々
と
し
て
三
十
番
神
が
あ
る
。 

春
日
大
明
神
は
、
月
の
十
五
日
の
守
護
神
で
あ
り
、

名
神
と
し
て
も
知
ら
れ
る
の
で
勧
請
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

春
日
大
明
神 

奈
良
市
春
日
町
に
鎮
座
。
祭
神
は
武た

け

甆み
か

槌
ず
ち
の

命
み
こ
と

、

経
津

ふ

つ

の

主

命

ぬ
し
の
み
こ
と

、
天
児

あ
め
の
こ

屋
根

や

ね

の

命
み
こ
と

、
比
売

ひ

め

神が
み

の
四
神
。
古 

来
春
日
大
明
神
と
し
て
上
下
の
崇
敬
を
集
め
て
い
る
。 

平
城
京
造
営
に
際
し
、
藤
原
氏
が
一
門
の
氏
神
、
祖

神
を
三
笠
山
に
合
祀
し
た
の
が
始
ま
り
。
の
ち
神
護
景

雲
二
年
（
七
六
八
）
年
に
社
殿
が
建
て
ら
れ
た
。
本
殿

は
四
つ
の
春
日
造
り
の
社
殿
か
ら
成
る
。 

第
一
殿
は
鹿
島
神
宮
か
ら
勧
請
（
神
仏
の
分
霊
を
移

し
て
祭
る
）
し
た
武
甕
槌
命
、
第
二
殿
は
香
取
神
宮
か

ら
の
経
津
主
命
、
第
三
殿
は
藤
原
氏
の
祖
神
天
児
屋
根

命
、
第
四
殿
は
比
売
神
で
藤
原
氏
の
女
姓
の
祖
神
で
あ

る
。
創
立
以
来
藤
原
一
門
、
さ
ら
に
朝
廷
を
は
じ
め
上

下
の
崇
敬
を
集
め
、
春
日
信
仰
の
中
心
と
し
て
栄
え
て

き
た
。
社
殿
は
国
宝
。
境
内
に
遊
ぶ
鹿
は
武
甆
槌
命
が

鹿
島
か
ら
乗
っ
て
来
た
白
鹿
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
。
な

お
藤
原
氏
の
氏
寺
は
奈
良
の
興
福
寺
。 

式
内
社
、
津
毛
利
神
社 

遠
江
国
風
土
記
伝
（
内
山
真
竜
）
の
馬
郡
村
の
項
に

「
朱
符
の
神
田
の
高
六
石
、
諸
人
曰
ふ
式
内
津
毛
利
神

社
は
社
号
変
わ
る
な
り
と
、
社
部
に
註
す
」
と
あ
る
。

社
部
の
津
毛
利
神
社
の
項
に
は
「
郷
村
今
切
海
と
為
り
、

考
ふ
る
所
無
し
、
俗
説
に
馬
郡
村
春
日
神
社
を
津
毛
利

神
社
と
称
す
、
朱
符
の
神
田
の
高
六
石
、
祭
日
は
九
月

十
九
日
、
文
和
風
土
記
に
象
嶋
の
郷
中
に
津
毛
里
社
を

載
す
、
按
ず
る
に
、
津
守
神
は
海
神
三
座
に
て
、
住
吉

社
是
な
り
、
底
津
綿
津
見
神
、
中
津
綿
津
見
神
、
上
津

綿
津
見
神
、
墨
江
三
前
の
大
神
是
な
り
、
新
井
白
須
浜

に
座
す
住
吉
社
に
当
り
、
又
長
上
郡
参
神
野
村
の
社
に

同
じ
」
と
あ
る
。 

  

考
証 

参
野
町
の
津
毛
利
神
社
の
鎮
座
地
が
、
古
代
に
敷
智

郡
に
属
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
敷
智
郡
は
三
方

原
台
地
以
西
の
浜
名
湖
に
面
し
た
地
方
で
あ
る
。
天
竜

川
と
三
方
原
台
地
の
間
の
下
流
域
は
長
下
郡
（
和
銅
二

年
以
前
は
長
田
郡
）
に
属
し
て
い
た
か
ら
、
も
と
四
十

六
所
大
明
神
と
称
し
て
い
た
神
社
を
、
敷
智
郡
内
に
あ

っ
た
津
毛
利
神
社
に
比
定
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。
敷

智
郡
内
に
あ
る
馬
郡
町
の
春
日
神
社
が
妥
当
と
思
う
。

前
述
の
遠
江
国
風
土
記
伝
の
記
述
か
ら
み
て
も
春
日

神
社
を
比
定
し
た
い
。
し
か
し
他
の
文
献
な
ど
は
所
在

不
詳
か
ら
不
明
と
し
て
い
る
。（
あ
る
文
献
を
参
照
） 

  

参
考 

式
内
社 

一
〇
世
紀
初
め
醍
醐
天
皇
延
喜
年
間
に
編
集
さ
れ

た
法
令
集
「
延
喜
格
」
「
延
喜
式
」
が
あ
る
。
こ
の
延

喜
式
の
神
明
帳
に
記
帳
さ
れ
た
神
社
を
式
内
社
と
い

い
社
格
の
一
種
で
も
あ
る
。
敷
智
郡
に
は
岐き

佐さ

神
社
、

許
部

こ

べ

神
社
、
津つ

毛
利

も

り

神
社
、
息お

き

神
社
、
曽
許
乃

そ

こ

の

御
立

み

た

ち

神

社
、
賀か

久
留

く

る

神
社
の
六
座
で
あ
る
。 
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平
成
二
十
年
度
の
公
民
館
ま
つ
り
の
折
、
浜
風
会
は

展
示
会
場
に
、
地
租
改
正
に
と
も
な
っ
て
作
ら
れ
た
坪

井
村
の
大
型
サ
イ
ズ
の
地
図
を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
の

地
図
は
大
き
く
傷
ん
で
い
ま
し
た
が
、
坪
井
町
自
治
会

長
で
も
あ
っ
た
山
下
勝
彦
氏
が
中
心
と
な
っ
て
修
復

を
は
か
り
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

篠
原
地
域
に
は
、
地
租
改
正
に
と
も
な
っ
て
発
行
さ

れ
た
地
券
が
複
数
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一

部
も
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。 

地
租
改
正
の
概
略 

明
治
維
新
に
よ
り
、
新
た
な
国
の
体
制
作
り
が
始
め

ら
れ
ま
す
が
、
当
時
の
土
地
税
制
は
混
乱
の
極
限
に
達

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
土
地
税
制
改
革
の
気
運

が
高
ま
り
、
政
府
は
地
租
改
正
に
連
な
る
基
本
構
想
を

提
示
し
承
認
さ
れ
ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て 

・
租
税
負
担
の
公
平
を
は
か
る
。 

・
米
納
、
石
代
制
度
に
代
え
金
納
租
税
に
統
一
す
る
。 

・
土
地
永
代
売
買
禁
止
を
解
き
土
地
所
有
権
を
公
認 

こ
れ
は
私
有
財
産
制
と
商
品
経
済
を
基
盤
と
す
る

近
代
国
家
体
制
に
転
換
を
図
っ
て
い
く
方
針
で
し
た
。 

＊
明
治
六
年
七
月
に
地
租
改
正
法
を
公
布 

＊
同
八
年 

大
政
官
通
達 

九
年
中
に
竣
工
す
る
。 

坪
井
村
江
間
家
文
書 

「
浜
松
市
史
新
編
資
料
編
一
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
江
間
家
の
文
書
（
地
租
改
正
関
係
の
も
の
） 

・ 

坪
井
村
癸
酉
年
田
園
調
入
費 

明
、
七 

・ 

地
租
改
正
へ
の
質
問
と
回
答 

明
、
七 

・ 
地
租
改
正
取
調
に
付
議
定
書 

明
、
七 

・ 
地
租
改
正
一
村
統
計
の
収
穫
高
取
調 

提
出
の
雛
形 

 
 

明
、
八 

・ 

収
穫
取
調 

 
 

明
、
八 

・ 

地
券
大
道
竿
入
控
帳 

 

明
、
八 

・ 

地
租
改
正
関
係
の
通
達  

明
、
九 

・ 

交
換
米
に
つ
い
て
の
御
請
書 

明
、
九 

・ 

地
租
改
正
に
つ
い
て
の
嘆
願
書 

明
、
九 

地
租
改
正
法
に
よ
り
坪
井
村
で
も
作
業
を
続
け
て

い
き
ま
す
が
、
こ
の
間
、
収
穫
の
算
定
や
土
地
の
価

格
を
決
め
て
い
く
の
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。 

地
券 

・ 

馬
郡
村
、
刑
部
市
郎
平
所
有
の
地
券
か
ら
、 

一
反
当
た
り
に
価
格
に
換
算
し
て
み
ま
す
と
、 

 

畑 

馬
郡
地
内
平
均 

二
十
三
円
三
十
九
銭
七
厘 

 
 

 

坪
井
地
内
平
均 

二
十
九
円 

十
一
銭 

 

場
所
に
よ
っ
て
地
価
は
異
な
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
の

場
合
、
坪
井
地
内
の
方
が
や
や
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

田 

馬
郡
地
内
平
均 

五
十
四
円 

三
銭
五
厘 

 
 

（
北
浦
・
・
新
開
地 

二
十
五
円
七
十
九
銭
七
厘
） 

 

宅
地 

 

四
十
三
円
七
十
七
銭
九
厘 

 

刑
部
家
で
の
地
価
は
田
、
宅
地
、
畑
の
順
で
し
た
。 

・ 

篠
原
村
、
袴
田
忠
四
郎
所
有
の
地
券
に
よ
れ
ば
、 

 

宅
地 

 

四
十
五
円
九
十
九
銭
二
厘 

 

馬
郡
の
刑
部
家
の
宅
地
の
例
を
比
較
し
ま
す
と
、
面

積
は
ほ
ぼ
同
じ
、
東
海
道
北
側
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
も

ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
篠
原
地
内
の
方
が
少
し
高
く
設
定

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

同
氏
所
有
の
地
券
の
中
に
「
荒
田
」
と
表
記
さ
れ
て
、

地
価
が
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。“
七
ヶ

年
継
続
〟
と
付
記
さ
れ
て
い
る
の
で
災
害
を
受
け
て

耕
作
が
で
き
な
い
状
態
を
表
し
て
い
る
も
の
で
し
ょ

う
。 

 

明
治
十
九
年
に
な
る
と
「
登
記
簿
法
」
が
公
布
さ
れ
、

土
地
台
帳
規
則
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
地
券
は

明
治
二
十
二
年
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

展示の様子（公民館まつり） 

縦267,横184cmの絵地図 
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里程標（りていひょう） 

里程標とは距離を記して道路、線路のわきに立て

た標識をいいます。この里程標（石標）が篠原町字

西茶屋の鈴木某家に保存されていることがわかり

ました。高さ 60cm、縦横 20cmの大きさですが、

下部に欠けた跡がみられ、もう少し高かったように

思います。「里程標」「静岡県」「距静岡市道路元標

二拾三里」の彫がありました。家人の話では、「家

の門のわきに立っていたが、道路をアスファルト工

事する時取り外された。その後回収されなかったの

で、庭の隅に置いてある」とのことでした。 

『ふるさと百話２』に「県庁前の教導石」が載っ

ています。これには「里程路標」「静岡里程元標よ

り各地里程」とあります。明治十九年七月建設のも

のです。 

大正１４年の静岡県里程標には、「篠原」の名が

あり、篠原に里程標が存在していたことを示してい

ます。 

これらから、里程標は明治時代に静岡県により設

置されました。そして県庁前からの距離を石に刻

み、県内各地に置かれたものと思われます。設置場

所は、駅、郵便、役所、陸運会社、高札場展示場等

の肝要にして便宜の地が選ばれました。 

宮城県白石教育委員会刊の『道ばたの碑』による

と明治２２年頃に仙台市から一里ごとに標識を立

てたようで、同市には「距仙台元標○○里」とした

石標が十三里、十四里、十五里の三本が記録されて

いる。このように県庁所在地などを中心にした里程

標が他の地方でも建てられたものがあるのではな

かろうかと書かれています。 

2001 年浜松市石造文化財所在目録を見ると、

この里程標は他の地区には記録がなく、大変貴重な

ものと思われます。 

里 

程 

標 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
員 

鈴
木 

稔 

小
学
生
当
時
の
国
史
教
科
書
に
、
川
中
島
合
戦
の
物

語
が
有
り
、
参
考
書
の
上
杉
、
武
田
、
両
氏
の
系
図
を 

見
て
興
味
が
沸
き
、
今
で
も
姓せ

い

氏し

や
家
系
に
つ
い
て
強 

い
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

韓
国
の
姓
氏
は
二
七
〇
余
り
で
あ
る
が
、
日
本
で
は

十
三
万
位
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
日
本
の

姓
氏
つ
い
て
調
べ
た
の
で
そ
の
一
端
を
報
告
し
ま
す
。 

大
昔
は
識
ら
ず
、
大
和
朝
廷
時
代
に
至
る
王
族
、
貴

族
の
間
に
お
い
て
も
闘
争
（
壬
申
の
乱
、
蘇
我
、
物
部
、

中
臣
、
氏
等
の
争
い
）
、
天
孫
族
、
在
地
族
、
帰
化
族

に
従
前
の
姓
及
び
皇
族
の
臣
籍
降
下
に
伴
い
姓
を
受

け
た
人
達
が
い
ま
す
。 

 

天
慶
の
乱
（
九
三
五
～
九
四
一
）
こ
の
頃
よ
り
武
家

が
勢
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
以
後
源
平
時
代
、
鎌
倉

幕
府
、
南
北
朝
時
代
、
室
町
時
代
、
戦
国
時
代
、
織
豊

期
、
徳
川
幕
府
と
移
行
し
、
明
治
維
新
に
時
世
は
変
わ

り
ま
し
た
。 

 

源
姓
は
姓
氏
を
賜
っ
た
先
祖
の
天
皇
の
名
を
冠
し

○
○
源
氏
、
○
○
源
氏
と
言
い
倣
さ
れ
て
い
ま
す
。
嵯

峨
、
仁
明
、
文
徳
、
清
和
、
陽
成
、
光
孝
、
宇
多
、
村

上
等
多
い
で
す
。 

 

清
和
源
氏
＝
武
家
社
会
に
は
こ
の
流
れ
が
多
く
天

慶
の
乱
の
経
基
に
始
ま
り
、
奥
州
の
争
乱
よ
り
頼
義
、

義
家
、
義
光
、
保
元
、
平
治
の
乱
か
ら
源
平
争
乱
に
か

け
て
為
義
、
義
朝
、
為
朝
、
義
平
、
頼
朝
、
範
頼
、
義

経
、
行
家
。
鎌
倉
幕
府
に
頼
家
、
実
朝
、
栄
枯
盛
衰
を

経
て
、
本
流
は
絶
え
る
が
、
枝
葉
は
多
く
残
り
ま
す
。 

 

新
田
、
山
名
、
里
見
、
大
館
、
足
利
、
斯
波
、
一
色
、

吉
良
、
今
川
、
畠
山
、
岩
松
、
細
川
、
佐
竹
、
武
田
、

南
部
、
最
上
、
大
崎
、
小
笠
原
、
石
川
、
村
上
、
森
、

松
平
、
徳
川
、
酒
井
、
島
津
、
他
多
数
有
り
ま
す
。 

 

平
氏
に
も
源
氏
と
同
様
に
○
○
平
氏
、
○
○
平
氏
が

有
り
ま
す
。
桓
武
、
仁
明
、
光
孝
、
文
徳
等
、
数
家
有

り
ま
す
。 

 

桓
武
平
氏
＝
高
棟
王
の
家
系
が
公
家
で
源
平
期
に

時
忠
、
時
実
、
以
下
西
洞
院
、
安
居
院
、
烏
丸
、
平
松 

他
。
高
見
王
の
家
系
は
武
家
と
な
り
、
天
慶
の
乱
の
国

香
、
良
兼
、
良
将
、
良
文
、
良
茂
、
貞
盛
、
将
門
、

下
っ
て
保
元
、
平
治
よ
り
源
平
争
乱
に
清
盛
、
家

盛
、
頼
盛
、
教
盛
、
忠
度
、
重
盛
、
宗
盛
、
知
盛
、

重
衝
、
維
盛
、
等 

諸
流
に
織
田
、
宗
、
熊
谷
、

北
条
、
大
仏
、
千
葉
、

三
浦
、
和
田
、
佐
原
、

芦
名
、
長
尾
、
大
庭
、

伊
勢
、
相
馬
、
秩
父
、

江
戸
、
土
肥
、
小
早

川
、
他
続
き
ま
す
。 

  

（
尊
卑
分
脈
、
系
図

纂
要
を
引
用
） 

歴史メモ８ 


